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1.目 的

第一報Dに おいて、情報処理教育での最初の壁である 「キーが十分に操作で

きない」ことによる 「落ちこぼれ」や 「コンピュータアレルギー」の発生原因

について、タイ ピング課題による技能向上を中心に考察 した。またタイピング

課題の成績に及ぼす教育環境、年齢、練習時間、特にコンピュータの台数など

情報処理教育の導入時に生 じる問題とその原因にっいて検討 した。その結果、

コンピュータに触れている時間量と技能向上 との間に線形関係があることを見

いだ した。そのため、「落ちこぼれ」や 「コンピュータア レルギー」発生の1

つの要素として、使用するコンピュータの台数の制約による練習時間の不均一

さや、コンピュータに触れている時間の減少があることを示 した。また、顕著

な技能向上は若年層群に見いだされ、高年齢層群で少ないことか ら、教育を始

める年齢が重要な要素であることを数量的に示 した。

第二報2)で は、情報処理における有効な教育効果を得るための環境問題を考

察 した。特に使用するコンピュータの種類や性能などは、情報処理教育での大

きな要素であるため検討する必要がある。そこで、ラップ トップ型パソコンと

デスク トップ型パソコンを使用した場合のキー入力速度を計測 し、技能向上性

の差異を調べ使用する機器が及ぼす効果について比較検討 した。その結果、短

時間に大きな学習効果を期待するためには、モニターやキーボー ドなどを含め

た機器の適切な選定が重要であることを数量的に示 した。
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図3:男 女別 の成績 の伸 び率

学生が存在することを示すものである。

以上の結果は、女性の特質を顕著に現すもので、単純なキー操作の繰り返 し

を行う課題では、初期技能は男性グループに比べやや劣るものの、積極的な自

由練習を行う女性グループの最終得点は大きく向上する結果になった。

図3は 、初期得点を基準にした最終得点の伸び率を示すもので、縦軸にはそ

の分布を示 した。平均の伸び率 は男性グループでは約3.7倍 、女性グループで

は約4,9倍 であった。男性グループの最高伸び率は16.8倍 、最低伸び率は1.60

倍であった。また女性グループの最高伸び率は21.0倍 、最低伸び率は2.38倍 で

あった。 しか し、今回の対象群で最高伸び率を示 した学生の初期得点が男女共

に5点 であることか らも、初期得点が低い場合、最終得点が十分に大きくない

場合にも伸び率は大きい値を示すことになる。そのため、この特異的な得点の

伸びを示 した2人 のデータをそれぞれの対象群か ら削除すれば、平均の伸び率
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図4:初 期得点xと 最終得点yの 相関関係

● 印は女性 グループを示 し、■印 は男性 グループを示す

は男性グループで2、3倍、女性グループで2.8倍 となった。

伸び率の分布は、図1お よび図2の 得点分布が離散的な分布であったのに対

し、男女共に伸び率の高い側に片寄った平均的な分布を示 した。 この結果は、

自由練習により得点が向上する方向にあることを示すとともに、成績の向上は

特異的に起こるのではな く、初期得点に基づく伸びを示すことが判明した。そ

の際の各個人の得点の伸びは、初期得点の約3～4倍 の範囲である。そのた

め、平均的に初期得点の高い学生は最終得点で高得点を上げる可能性が高いこ

とになる。

図4は 、初期得点xと 最終得点yの 相関関係を示すもので、●印は女性 グ

ループを示 し、■印は男性 グループの結果を示す。また図中の式は最小2乗 法

による近似直線である。1次 係数のP値 が、それぞれ3.5×10-5,0.1×10-2で

あることと、相関係数がそれぞれ0.60と0.415で あることか ら、有意水準1%



㈲

ロ
取

終

得

点

)点(初 期 得 点

図5:男 性グループの初期得点と最終得点の分布

実線は最終成績の伸び率を示す

で初期得点 と最終得点 との間には相関があることが示された。また、 この結果

は比較的よい近似直線であることを示すとともに、図3を 満足する結果であ

る。そこで2っ の近似直線を比較 し、近似直線の係数か ら成績向上率を検討す

ると、2週 間の自由練習における成績向上率に関する男女差は、女性の成績向

上率は男性よりも約20%ほ ど優れている結果になった。

図5は 、男性 グループの初期得点 と最終得点の分布を表す。実験後の聞 き取

り調査によ り、実験内容やキーボー ドの操作性を熟知 していなかった学生が

2～3名 いることが判明 したため、この学生の成績を対象群より除 くことにし

た。その結果、初期得点が35点以上の場合、最終得点は初期得点の3倍 を超え

ることはなく、最終得点 も140点を超えなかった。初期得点が50点 以上になる

と、伸び率は2倍 以下に減少 し、また、初期得点が30点 以下の場合、最終得点

は例外を除いて90点 を超えることはなかった。 さらに5倍 以上の伸び率を示す
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図6:女 性グループの初期得点と最終得点の分布

実線は最終成績の伸び率を示す

場合の初期得点は、最大で20点 であることが分かった。

2週 間の 自由練習による技能向上分布 において、男性の場合、初期得点

が15～30点 、最終得点が40～90点 の領域に男性全体の58.7%に 相当する17例が

存在 した。これは大半の学生の初期得点の下限が15点 にあり、最終得点の上限

が90点 近 くにあることを示 し、この領域に属する場合の伸び率は約3倍 である

ことが分かった。

図6は 、女性グループの初期得点と最終得点の分布を表す。女性 グループの

サ ンプル数が少ないため、分布の平均的得点を調べ るに至 らないが、男性 グ

ループと同様例外を除 くと、初期得点の下限は15点 にあり、上限は40点 とな

り、男性グループに比べ得点領域のやや狭い分布になった。また、初期得点が

25点以上の場合、最終得点は初期得点の4倍 を超えることはなく、最終得点 も

140点を超えなかった。一方、初期得点が30点 以下の場合、最終得点は110点 を
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図7:男 性グループの初期および最終得点と最終成績の相関

超えることはなか った。 このことは図4の 結果 と同様に、平均的に女性グルー

プは男性グループに比べ優れていることが、成績の分布か らも明かである。

一方得点の分布を比較すると、女性 グループの最終得点の倍率が男性グルー

プを約1.3倍 上回っている以外は、図5の 男性の分布に比べて平均的に最終得

点が高得点側にシフ トした分布であり、成績の上下限は類似 した得点になっ

た。この ことは、今回の測定に使用 した課題では、2週 間の自由練習による成

績の向上において上限 と下限があり、初期技能において下限があること、また

その限界値には男女差が少ないことを示す ものである。

図7は 、男性グループの初期および最終得点xと 基礎タイピングの最終成績

yと の相関関係を示 したものである。なお基礎タイピングの最終成績は、3カ

月間の講義期間中に設けた5回 の提出課題の平均点とした。口印は初期得点、

匿印は最終得点を示す。また図中の式は最小2乗 法による近似直線である。最
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図8:女 性グループの初期および最終得点と最終成績の相関

終成績 と初期得点および最終得点 との相関係数は、それぞれ0.34と0.51と な

り、1次 係数のP値 は6.9×10-8、1.7×10-3と なり、有意水準1%以 下で男性

グループでは最終成績と最終得点間に相関があることが見いだされた。すなわ

ち、練習量に比例 し向上する最終得点は、努力により伸びる可能性の大きい最

終成績に関連した要素を含むことになり、男性 グループは努力することにより

成績の向上が望めるグループであると言える。単一の測定だけでは結論を出し

得ないが、今回の実験の範囲では、「前向きに努力する」 ということが、技能

向上のための重要な1っ の要素であることが示 された。

図8は 、女性グループの初期および最終得点xと 基礎タイピングの最終成績

yと の相関関係を示 したものである。○印は初期得点、●印は最終得点を示

し、図 中の式 は最小2乗 法 による近似直線である。最終成績 と初期得点 お

よび最終得点 との相関係数 は、それぞれ0.49と0.53、1次 係数のP値 は



5.3×10-2、3.5×10-2と なった。 この結果だけでは詳 しい議論はで きないが、

有意水準5%で 相関係数値が近い値を示 したことか ら、初期得点および最終得

点には、それぞれ最終成績に関連 した要素を含むことが予想される。特に比例

係数の大 きな初期得点は、練習以前か ら持 っている能力を反映すると考えられ

るため、女性グループの場合 「才能」「女性の特質」のような要素が最終成績

に影響す ると考えられる。また同時に男性グループの特徴である 「前向きに努

力する」という要素 も持つ ことになる。また、女性グループの場合、最小2乗

法の結果より初期得点の方が最終得点に比べ最終成績に敏感であり、高得点で

あれば最終成績はより高い結果になることが判明した。

4.総 括

前報D2)3)に おいて、単純なキーボー ド操作を介 して情報処理教育における

問題点を指摘 した。特に自発性、累積練習時間、練習を開始する年代、使用す

る機器、内的な要素を考慮 した指導方法や課題の内容などに関する問題が重要

な要素になっていることを示 した。本報では、課題の成績の分布よりキーボー

ド学習における男女差や技能向上の限界、また共通の基礎能力を見いだすこと

ができた。さらに、男女 ごとに特有のキーボー ド学習と最終成績とに共通な要

素の一部を見いだした。今後は、 この結果を考慮 した簡単で教育効果の高い指

導方法の検討が必要になる。例えば、自己学習意欲の自発的な発動を促す指導

方法などである。 これ らの問題は、次報で検討 したい。
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